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ロービングウォールⅡ工法
緑地のり面

吹付前 施工4年5ヵ月後



地山

アンカーバー
（地山補強土工）

長繊維混入補強土
（砂 +水+ 安定化材+長繊維）

有機質系生育基盤
（植生基材吹付工）

ロービングウォールⅡ工法
長繊維を混入した土構造物と植生基材吹付による景観の保全

ロービングウォールⅡ工法は砂と安定化材の混合物の中に
長繊維を強制的に混入した土構造物と、植生基材吹付工な
どで緑化する２種類からなる工法の一体施工方法の総称で
す。補強効果を有しかつ全面緑化が可能であるため、景観の
保全を図ることができます。

ロービングウォールⅡ工法は
①『道路土工－切土工・斜面安定工指針（平成21年度版）』（公益社団法人
日本道路協会）に示される『連続長繊維補強土工』です。
②『災害復旧工事の設計要領』（公益社団法人　全国防災協会）に示される
『連続繊維補強土工』の一工法です。

１．安定した品質
長繊維の混入により疑似粘着力とせん断強度が増加するため斜面
安定上、十分な強度を有しています。長繊維は耐化学薬品性と耐候
性に優れているため、強度劣化がなく安定した品質を保ちます。

品  質

２．積雪寒冷地における適用
凍結・融解試験を行い、ー20℃～20℃(北海道の気温を想定)をくり
返しても強度低下がないことを確認しており、積雪寒冷地における
多くの実績があります。

３．景観の保全、環境負荷の低減
既存の樹木など景観上保全する必要がある場合は、地形を改変す
ることなく保護できます。また、従来使用するセメントに代え、肥料
に還元される非セメント系固化材を使用することにより、環境負荷
の低減が可能です。

環  境

４．生育に適した環境
貧栄養な補強土は、有機質に富む表面緑化工との一体化により、樹
木の生育にも適した環境を提供します。また、特殊なアンカーバー
の形状を利用して保水材や苗木を設置することで、根系を補強土中
に伸長させることができます。

５．優れた可搬性、人力作業の低減
モルタル吹付機に給糸装置を追加するだけであるため、可搬性に
優れ、効率的な施工を図ることができます。また、下地処理等の従来
行われていた人力作業が低減できるため、工期を短縮できます。

施  工

６．最大１６０ｍの長距離圧送
エアの圧力によって給糸を行うため、最大160mの長距離圧送を
可能とし、急傾斜地や長大斜面・のり面にも対応できます。

樹木を残存させた公園
補強土層への根系の
伸長状況

適用範囲
ロービングウォールⅡ工法は多様な形状ののり面・斜面に対応できるため、様々な箇所に適用できます。
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のり面工低減係数
切土補強土工を併用する場合、ロービングウォールⅡ工法
をのり面工として設計する際の「のり面工低減係数」は、
下表に示すとおりです。

標準吹付配合

名　称 規　格 使用量 備　考

砂 洗　砂 1.0m³ 出来上り

安定化材 － 1式 －

長繊維 ポリプロピレン 3.05kg －

既設モルタル・コンクリート吹付面、のり枠の全面被覆 アンカー受圧板の全面被覆

●既設擁壁（間知石積、ブロック積など）の全面被覆
●極強酸性地山 （酸性硫酸塩土壌）の斜面・ のり面
●EPS （発泡スチロール）軽量盛土の表面覆土
●生育基盤の凍結・融解が著しい寒冷地

他にも以下の箇所において適用できます。トンネル坑口ののり面

急傾斜地、斜面・山腹崩壊跡地 公園、ゴルフ場、鉄道、宅地、工場造成地などののり面の全面被覆

イメージ図（のり面保護タイプ）

吹付フロー図
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ロービングウォールⅡ工法は、その造成断面形状及び使用資材の組合せからのり面保護タイプ・擁壁タイプ・のり面安定タイプの３種類に

区分されます。工法選定に際しては、施工対象ののり面勾配などの条件により、下記に示す条件に基づいて選定・適用します。
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排水材

アンカーバー（エキスパンドアンカー）
（のり面保護タイプ用）

アンカーバー（エキスパンドアンカー）
（切土補強土用）

地山と長繊維混入補強土との一体化を図ります。植
物根系の伸長を妨げない特殊な構造です。

【規格】のり面保護タイプではレキ質土・岩部には
D19 L=800㎜、砂質土・粘性土にD19 L=1,200
㎜を用います。擁壁タイプでは造成断面幅により長
さを決定します。

地山に、縦排水とする背面排水材と基底部の横排水
とする基底部排水材を設置します。フレキシブルな
マット構造で地山の凹凸になじみ、排水性と施工性
が優れています。

ロックボルト工を併用する場合は、頭部処理方法や
部材長さ・径を地山の安定照査結果により決定しま
す。写真に示すエキスパンドアンカーやその他のロ
ックボルト用受圧板も使用できます。

【規格】孔径φ32

長繊維（ジオローブ）

造成後の補強土中でも高い強度を持続するポリプロ
ピレン繊維の長繊維を混入し、補強土の疑似粘着力
とせん断強度を増加させます（技術審査証明報告書
による）。

給糸能力

本体

使用圧縮空気
圧及び空気量

電源及び
消費電力

繊 維 太 さ

給糸ホース長

給糸ホース径

圧　　　力

消費空気量

電　　　源

外 形 寸 法

消 費 電 力

重　　　量

専用ホースφ25㎜

標準 100～900dtex
（最大3,300dtex）

標準50m
（実用給糸最大距離160m）

標準0.7MPa（最大1.0MPa）

標準1.5Nm3/min
（最大2Nm3/min）

AC100V±10％-単相･50/60HZ

最大1.5kVA

（L）900㎜ ×（W）550㎜ ×（H）1,060㎜

225㎏

保水材（モイストブロック）

優れた保水性により十分な水分を供給し、植物の根系伸長を
促します。のり面でも健全に生育させます。

給糸装置（高精度給糸装置）
（赤線は糸の走向イメージ）

アンカーバー頭部に
保水材を設置
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根系の伸長を妨げない
エキスパンドアンカー
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森林表土利用

施工9年後

施工21年後

施工9年後

施工7年後（１月）
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